
考えてみよう

調べてみよう 水素エネルギー
について知ろう！

HTT＜電力 を 
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だね。

「Tokyo 水素ナビ」 「水素社会実現に向けた取組」
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≪2030年カーボンハーフに向けた取組の加速≫

未来の地球のために、自分でできることを考え、実践
せ ん

しよう　～カーボンハーフ～
水素エネルギーとカーボンハーフ ～脱

だ つ

炭素社会の実現へ～
▶エネルギー資源としての水素
　水素は全物質の中で、最も軽い気体で、
色もなく、においもしません。水素は酸素と
反応させると、熱や電気などのエネルギーと
水が生じます。その際、温室効果ガスであ
る二酸化炭素（CO2）を出さないため、クリー
ンなエネルギーとして注目されています。水
素をつくっている水素原子と呼ばれる小さな
粒
つぶ

は、海の水をはじめとする地球上の様々
なものに含

ふく
まれているため、エネルギー資

源が多くない日本にとって理想的な資源とし
て開発が進められています。
　
▶色で表現される水素
　現在は、多くの場合、水素をつくり出すために石炭や天然ガスなどの化石燃料を原料としています。
このときに出る二酸化炭素を減らすために考え出されたのが、排

はい
出された二酸化炭素を空気中に逃

に
が

さず、地下深くに埋
う

めるCCS（Carbon dioxide Capture and Storage）という方法です。また、太陽
光や風力などの再生可能エネルギーを使って水素をつくり出す方法の研究、開発が進められています。
　製造する際に、化石燃料を原料とする水素を「グレー水素」、製造過程で発生する二酸化炭素を回収・
貯留することで大気中に二酸化炭素を放出し
ないで製造される水素を「ブルー水素」、再
生可能エネルギー由 来 の 電 力を利 用して
水の電気分解によって製造される水素を

「グリーン水素」と呼んでいます。

▶燃料電池の原理
　水素を使って自動車やバスを動かすための装置である「燃料
電池」は、電気分解のプロセスを逆に行うことによって電気を
発生させています。
　燃料電池自動車で利用されるのは直流の電流ですが、外部
の給電器をつなぐことで交流に変換

かん
でき、一般

ぱん
用電源として

使うことが可能になります。燃料電池は、災害時の非常用電源
としても活用することができます。

▶ 水素社会の実現に向けた取り組み
　水素を身近なエネルギーとして活用する水素社会
の実現と、脱

だつ
炭素社会の実現に向けて、水素の果た

す役割は大きく、水素の製造から利用まで総合的に
考えていく必要があります。日本では、水素を燃料
にして、人が移動したり、物を運んだり、電気や熱
を得たりするなど、くらしの中のエネルギーとして、
水素を利用する取り組みが進められています。

水素をエネルギーとして利活用するために、「つくる」
「ためる・はこぶ」「つかう」で構成される水素サプラ
イチェーンを構築していくことが重要です。

今後、水素を身近なエネルギーとして活用するために、どのような技術やどの
ような取り組みが必要となるか、考えてみましょう。

燃料電池の仕組み 
出典：「環境技術解説　燃料電池」（環境展望台）

燃料電池の利用　 
出典：環境省 HP　脱炭素化にむけた水素サプライチェーン・
プラットフォーム「水素について知ろう」より

出典： 環境省 HP 脱炭素化にむけた水素サプライチェーン・プラットフォーム「水素に
ついて知ろう」　より

水素サプライチェーンの構築　 
環境省 HP　脱炭素化にむけた水素サプライチェーン・プラットフォーム「水素
について知ろう」　より

色で表現される水素　 
出典：経済産業省資源エネルギー庁　エネこれ　2021-10-12 より

北海道苫小牧市の CCS 実証実験プラント　
出典：経済産業省資源エネルギー庁　エネこれ 2020-11-27 より

自動車以外の燃料
電池の活用例を調
べてみよう。

「グリーン水素」を普
ふ

及
きゅう

させるため
には、どのようなことが必要かな？

燃料電池は自動車以外
にも活用されているの
かな？

水に電気を流すと、水（H2O）が水素（H2）と酸素（O2）に分解
されます。水素はこの「水の電気分解」という原理を用いて
つくり出すことができます。

水素社会の実現は、カーボンハーフや 
カーボンニュートラルにつながりますね。

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/advanced_systems/hydrogen_society/
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https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/tokyo_coolhome_coolbiz/

